
表題

運転日報管理運転日報管理



年の表示を４桁もしくは２桁で設定します。

２桁での使用を推奨します、導入時に設定し、その後
は変更しないでください。尚このサンプルは２桁です。

日付形式の設定日付形式の設定
②

③

④

⑤

（地域）

クリック

クリック

２桁： yy/MM/dd

4桁： yyyy/MM/dd

のどちらか使用してください。
①

注意：Ａｃｃｅｓｓでの
設定

⑥
もありますので

確認してください。



年表示年表示 既定のデータベースフォルダ

年の表示を４桁に設定します。

コントロールパネルで２桁に設定した
場合はチェックしないでください。

チェックを入れますと４桁
表示となります。

既定のデータベースフォルダを
C:¥My Documents¥
としてください。（重要）



運転日報運転日報

実働時間は、稼働時間
昼の１時間を差し引いた時
間を自動計算

ここで入力した
燃料補給量、オイル補給量は
支払明細にも書き込まれます。

運転手名、車輌名称は車輌コードを選択する事により、車輌ﾏｽﾀｰのデータが表示されます。

経費項目は品目マス
ターで区分名が‘運転経
費’で登録した品目が表
示されます

①最初にマス
ター登録をします。

ここをクリックすると、
そのデータが画面に
表示されます

導入は
ここから

運転日報管理は最終的に損益計算書を出力するために作られています。
この画面がメインとなり、全ての処理を行います。

ここの項目は車輌ﾏｽﾀｰとの連動

日報削除を実行します
と支払明細（燃料補給
量、オイル補給量）
も削除されます

しています。

追加登録は車輌コード
から始めます

走行Ｋｍを先に入力する事
もできます

本日より先の日付の場合確認
のため赤色表示となります。6桁
表示する為には年の桁数の設
定が必要です。

数値入力数値入力

品目ﾏｽﾀｰの区分
「燃料」「ｵｲﾙ」で登
録した品目のの単
価を選択入力しま
す。



ﾏｽﾀｰ登録ﾏｽﾀｰ登録

品目の区分を
登録します。

車輌名などを
登録します。品目の単位を

登録します。

得意先・支払先の
登録をします。請求明細、支払

明細での品名を
登録します。

運転手名を登録
します。



走行Ｋｍ、オイル補給Ｋｍ、前回車検Ｋｍ
は運転日報入力より転送され自動更新さ
れます。

車輌マスターに運転手名を
入れておけば、運転日報の
画面で車輌コードを選択す
る事により運転手名を自動
入力できます。

車輌ﾏｽﾀｰ車輌ﾏｽﾀｰ

＊車輌コードは車輌マスター、
社員マスター共に同じもので
なければなりません。尚‘０
１’と‘ １’ は異なります。入
力の際、車両ナンバー等判り
やすい名前をつけてください。 削除は左端の四角をクリックしてからここをクリックします。



取引先ﾏｽﾀｰ取引先ﾏｽﾀｰ

郵便番号入力で
住所の自動入力
をします。

取引先区分は得意先、支払先を
区分するためのもので、請求明細、
支払明細の取引先を入力する際
にリスト表示を区分けしてにつか
われます。

得意先、支払先
を背景色で区別
できます。

取引先名を入力しま
すとﾌﾘｶﾞﾅに自動入
力されます。



車輌コードは車輌マスター、社員マスター共に同じ
ものでなければなりません。なお‘０１’ と‘ １’は
異なります。先に車輌マスターを登録して選択入力
してください。

社員ﾏｽﾀｰ社員ﾏｽﾀｰ

当月が誕生日の時背景色
を赤にします。



発着地ﾏｽﾀｰ発着地ﾏｽﾀｰ

請求書発行する場合、明細
として表示されます。必要で
あれば登録ください。



区分ﾏｽﾀｰ区分ﾏｽﾀｰ

支払明細入力画面では区分が‘請求’
のものは表示されません。

請求明細、支払明細の品目を入力する際のリスト表示を区別して表示するのにつかわれます。



単位ﾏｽﾀｰ単位ﾏｽﾀｰ

品目の単位としてつかわれます。



品目ﾏｽﾀｰ品目ﾏｽﾀｰ 請求明細、支払明細の品目をここで登録します。

①まずここで、

品目の区分を
選択します

②次に新しく登
録するにはここを
クリックして入力
します。



損益計算書損益計算書 運転日報、支払明細、給与明細がその月で最低１件登
録されていなければなりません。尚、月の集計は締日と
関係なく１ヶ月間で計算されます。

運転日報より入力
したデータが表示
され支払金額合計
に加算されます。
支払明細より入力
した場合は表示さ
れません。

燃費の７Ｋｍ以下の

場合赤色表示となり
ます。

損益計算書が表示
できない。



請求明細請求明細 最低限これだけの入力で損益計算書
は作成できます。

月極めの取引先（金額が残業を除いて固定）については月毎
に１件登録します。残業分は「その他請求」に入力します

部門、発着地、品名、
数量、重量は請求書
発行する場合、必要
であれば登録ください 全車輌の

一覧リスト

請求金額は基本
運賃、割増、その
他の合計です。

本日より先の日付
の場合確認のため
赤色表示となります。

消費税計算
分類は取引
先ﾏｽﾀｰの消
費税計算の
値が入ります。



請求明細一覧請求明細一覧
選択された車両の請求明細の一覧を表示します。



給与明細給与明細

本日より先の日付の
場合確認のため赤色
表示となります

損益計算書を実行するときその月の給与明細が必要です。尚、給与明細の入力時に

支払明細の減価償却費入力をする メッセージボックス が表示されます。



ここのリストには取引先マス
ターで区分が‘支払先‘のみ表
示されます。

支払明細支払明細

軽油、オイルは支払明細でも入
力できますが、運転日報で入力
すれば損益計算書の燃料補給
量等に反映できます。

支払区分が‘掛売’
のとき掛売購入品
の集計に使用しま
す。

車輌の一覧リスト

本日より先の日付の
場合確認のため赤色
表示となります

消費税計算分類は取引
先ﾏｽﾀｰの消費税計算の
値が入ります。



支払明細一覧支払明細一覧
選択された車両の支払明細の一覧を表示します。



区分、品目の関連区分、品目の関連

品目ﾏｽﾀｰの区分
「燃料」「ｵｲﾙ」で登
録した品目のの単
価を運転日報リス
トアップします。



支払明細３支払明細３
給与明細で追加登録を実行しますと、「担当車輌の減価償却費を
入力して下さい。」というメッセージが表示されます。これはその月
での支払明細が最低１件は必要なためです。かならずしも減価償
却費でなくても構いません、その場合は品目を変更して登録して
ください。



運転日報、請求明細、支払明細、給与明細がその月で

最低１件登録されていなければ表示ができません。

損益計算書２損益計算書２



運転日報で入力した帰庫メーター値は車輌マスターの走行Ｋｍ
に転送されます。（走行Ｋｍより小さい値では転送されません。）
またその車輌コードで運転日報を入力しようとする時その走行Ｋ
ｍが出庫メーターに自動入力されます。

走行Ｋｍ走行Ｋｍ



数値入力数値入力

１．帰庫メータをクリック
２．数字ボタンをクリック
３．帰庫メータに数値が
入ります

削 ：

項目の値を削除す
るときに使用します。

入力方法

○で囲った項目が
使用可能です。
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